



An analysis of Ali Shariati’s (1933-1977) Kavīr :
focusing on his meaning of “writing”
MURAYAMA　Konomi
村山　木乃実
This paper explores Ali Shariati’s (1933–1977) Kavīr (Desert) to highlight the importance of 
reconsidering his thought. Although Ali Shariati died before the Iranian revolution, he is regarded 
as one of the ideologues of the Iranian Islamic revolution. He advocated for a reformatory religious 
thought in his lectures to the Iranian people in 1960s’ Iran, during the Pahlavi era. His reinterpre-
tation of the Shi’i doctrine made an impact on the Iranian youth, who were the main participants 
in the Iranian Revolution. Because research about Shariati is mostly centered on the Iranian Rev-
olution, there has not been enough emphasis on the assessment of Kavīr, which can be considered 
Shariati’s autobiography. Although Kavīr has been increasingly attracting attention over the past 
few years, there are a limited number of studies about Kavīr, and these focuses mainly on Kavīr’s 
literary style or its symbols from the viewpoint of literary studies.
For Shariati, writing Kavīr was important to express his feelings. By writing Kavīr in the realm 
of unconsciousness, in which he is freed from social restrictions, he gazes at himself and returns 
to his home, the Kavīr. Finally, he meets his real self and realizes that this self includes not only 
himself but also the farmers in the Kavīr. Shariati refers to the self as “us.” Although living in a 
Kavīr is painful, “we” continue to live there, to share our feelings with each other, and to follow 
own culture. Therefore, writing Kavīr is really a discussion among “ourselves.” Kavīr is not merely 
Shariati’s autobiography. It is a creation based on writing with his own hand, and his original lit-
erary style and description frequently allow us to enter his inner world. By writing Kavīr, Shariati 







































































































































































































































































































































sokhanī dīgar be jā-ye “moqaddameh”-ye chāp-e jadīd、
「批評と称讃」Naqd va taqrīẓ、「沙漠」Kavīr、「地下
水路」Kārīz、「手紙 」Nāmeh、「愛よりも愛するこ
とを」Dūst-dashtan az ‘eshq bar-tar ast、「私の礼拝所」






















































































































































































































































































































































na dīrūzī būdeh ast va na fardāī khvāhad būd、「口は固く
閉ざし、歌うことなく」lab forūbasteh az tarāneh, lab 





























































































































































 4 嶋本隆光『シーア派イスラーム：神話と歴史』（京都大学学術出版会、2007）、76 頁。
論文




 5 シャリーアティーの著作は、全集にして 35 巻と膨大であるが、なかでもシャリーアティーのシーア派思
想が現れた著作として、研究上頻繁に引用されているものは『イスラーム学』Eslāmshenāsī、『アリーの
シーア派、サファヴィー朝のシーア派』、『宗派に対する宗派』Maẕhab ʿaleyh-e maẕhab、『アブー・ザッル』
ʿAbū Ẕarr である。他に注目される著作は、本書で扱っている『沙漠』Kavīr 以外にもマスィニヨンの研究
影響が現れている講演であり、現在はジェンダー研究間で注目を浴びている『ファーテメはファーテメで
ある』Fātemeh Fātemeh ast がある。




起こされ、The Roots of the Islamic Revolution として出版された。アルガルはシャリーアティーの著作の翻
訳も手掛け、アルガルにより On the Sociology of Islam: Lectures By Ali Shariʾati, Marxism and Other Western 
Fallaciesが出版された。アルガルの講演の直後に、Towards a modern Iran のなかでマンゴル・バヤト
Mangol Bayat-Philipp がシャリーアティーのシーア派思想について論じている。これがシャリーアティー
研究史上初の専論といえる。Towards a modern Iran は 1980 年に出版されたものであるが、バヤトの論文
それ自体は、革命以前に書かれたと記されている。以降もイラン革命と連動する形をとりながら、欧米圏
においてシャリーアティー研究が展開していく。ハーミド・エナーヤト Hamid Enayat は、Modern Islamic 
Political Thought においてシャリーアティーの思想に関して言及している。エルヴァンド・アブラハミヤ
ン Ervand Abrahamian は、Iran Between Two Revolutions のなかで、シャリーアティーのシーア派思想を説
明している。シャリーアティーの政治活動と、それに関わる講演と思想を、特に彼の思想がいかにマル
クス主義と異なるのかについて重点的に論じている。ニッキー・ケディ Nikkie Keddie とヤン・リシャー
ル Yann Richard も、Roots of revolution: An Interpretive History of Modern Iran において、イラン革命考察
の文脈でシャリーアティーの思想について言及している。その後登場する、シャーローグ・アハヴィー 
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 7 90 年代以降のシャリーアティー研究の主流である。特にメフラザード・ボルージェルディー Mehrazad 
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 ʿAlī Sharīʿatī. Jahānbīnī va īdeʾoložī: Majmūʿe-ye āṯār-e 23, Tehrān : Enteshārāt-e chāpḵosh, 1982.
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情報論集』、12 巻 1 号、2008 年、49-70 頁。
 9 イラン革命直後から使われ始めた用語であり、シャリーアティーの思想的後継者とされるソルーシュが『知
識人、洞察力と宗教性』Rowshanfekrī, rāzdānī va dīndārī において宗教的知識主義 Religious Intellectualism
を定義づけた。この宗教的知識主義を生み出し発展させた個人が、宗教的知識人である。シャリーアティー
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は 1 人目の宗教的知識人とみなされている。イラン国内では、19 世紀以降近代思想が流入し、20 世紀初
頭の立憲革命期では、知識人 munavver al-fekr と呼ばれる人々の貢献が大きいとされている。彼らは、西
洋思想の影響を強く受け、社会主義を掲げる知識人であった。1930 年代になると、これまでアラビア語
用いて表現していた知識人 munavver al-fekr という言葉は、知識人 rowshanfekr というペルシア語に置き換
えられた。この言葉は英語での intellectual に相当するが、イランにおける文脈では、専ら左派知識人を指
し、シャリーアティーの登場までイランにおける知識人は、多くの場合左派知識人を示していた。
 ʿAbd al-Karīm Sorūsh, Rowshanfekrī, rāzdānī va dīndārī, Tehrān : Moʿassase-ye farhangī-ye ṣerāt, 2004. 
 Forough Jahanbakhsh, “The emergence and development of religious intellectualism in Iran” in Historical reflections/
refrexions historiques, 2016, 37–44.
10 90 年代以降に登場した研究でありその数は少ないため、シャリーアティーの神秘主義的思想に関する研
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15 Sharī‘atī (2015), p. 2.
16 ibid, p. 2
 版によるテクストの違いに関しては、今後の研究課題としたい。
17 Rahnema(2014), p. 134.




 Gerhard Böwering. “‘Ayn-al-qożāt Hamadānī” in Ehsan Y(ed), Encyclopedia Iranica, London : Routledge & Kegan 
Paul, 1987, 140-43. 
20 現時点で筆者は、まだこの原文を特定できていない。シャリーアティーのテクストとハマダーニーの書簡、
弁明書との関係については今後の課題としたい。





23 一般的に「沙漠論」には、通常以下の 4 作が含まれると言われている：『沙漠』Kavīr、『降下』Hubūṭ 、『親








24 Sharī‘atī (2015), p. 13.
25 ibid, p. 13.
26 以下、本稿では『沙漠』と述べる。




30 Sharī‘atī (2015), p. 27.
31 ibid, p. 25.
32 ibid, p. 27.
33 ibid, p. 27.
34 ibid, p. 32.
35 ibid, p. 26.
36 『沙漠』は、イラン革命後、その一部がイラン国内の高校の国語の教科書にも掲載されているほど、現在
に至るまで国民の間で広く知られた、文学的評価も高い作品である。










マスナヴィー』第 6 巻 3610 ベイトの冒頭部分と類似している。
40 山麓部に堀った井戸に溜まった水を、長い暗渠を通して導水する横井戸を指す。イランを発祥の地とする。
イラン国内のカナートは 3 万本とも 4 万本ともいわれ、ホラーサーン州の地下水路の長さの平均は 15 キ
ロメートルとも言われている。しかし近代になると、パフラヴィー政権の「白色革命」によって荒廃して
いった。









 エーリッヒ・フロム、鈴木晶（訳）『愛するということ』、紀伊国屋書店、1997 年、213 頁。
42 フランスのイスラーム学者である。イスラーム神秘主義やイスラーム文明に関する多くの著作があり、な
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頭の 18 句「葦笛の曲」を主題として展開される、2 万 5000 句から成る叙事詩体の作品である。ルーミー
については次を参照。「ルーミー」『岩波イスラーム事典』（岩波書店、2002 年）。
46 Sharīʿatī (2015), p. 334.
47 シャリーアティーの想像上の人物である。
48 Sharīʿatī (2015), p. 357.
49 シャリーアティーは『旧約聖書』の引用であるとしているが、『新約聖書』の「ヨハネによる福音書」第
1 章第 1 節である。
50 Sharīʿatī (2015), p. 367.
51 1 回目はシャリーアティー全集 32 巻『芸術』のなかに収録されている『批評と文学』の序文である。『批
評と文学』は、エジプト人批評家モハンマド・マンドゥールの『批評と文学』の翻訳である。今回は 2 回
目の収録であり、3 回目はシャリーアティー全集 14 巻『宗教歴史と知識』第 3 課の最後に収録されている。
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念号）」『サピエンチア : 英知大学論叢』、2013 年、61-73 頁。
63 Sharīʿatī (2015), p. 172.
64 ibid, p. 314.






 “Abū Ẕarr” in Dāyerat al-ma‘āref-e tashayyo‘, Ṣadr Hājj Seyyed Javādī, Aḥmad, Khorramshāhī, Bahā’ al-Dīn, Fānī, 
Kāmrān(ed), Tehrān : Vezārat-e farhang va ershād-e eslāmī, 1369-1390kh, vol.1, p. 405.
 シャリーアティーのアブー・ザッルに関する研究は、今後の課題としたい。
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　　アリー・シャリーアティ （ー1933－1977）の『沙漠』Kavīr の分析 ：　　
（村山　木乃実）
「書くこと」の意味合いに着目して
